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経過 治療日（術後） 治療後1日目 治療後2日目
治療後3日目
（退院日）
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・詳しい結果説明は退院後になります。
・検査後は眠り薬が効いているため転びやすくなります。必ず用事がある際や起き上がる際は、ナースコールを押して看護師を呼
んでください。必要時看護師が歩行付き添いをします。
・安全のためにベッドの高さを一番低くします。必要に応じてベッド柵やセンサーコールなどの抑制を行うことがあります。
注意：この経過は現時点で予測されるもので、状態によって内容や入院期間が変更になる場合がありますのでご了承ください。
・病名などは、現時点で考えられるものであり、今後検査を進めていくにしたがって変わり得るものです。
・何かご不明な点がありましたら、看護師に遠慮なくお申し出ください

清潔 ・温タオルで清拭。 ・温タオルで清拭。

更衣

・術後は、検査着のまま
です。
・鎮静剤が切れて覚醒が
よければ通常の寝衣に
着替え可能です

・検査着・穴あきパンツに着替えます。
・術前に湿布、金属類、義歯を外してく
ださい。

点滴
注射

・２４時間かけてゆっく
り点滴を行います。

・点滴を２４時までし
一度止めます。

活動
排泄

・ベッド上安静。
・鎮静剤が切れたらトイ
レのみ歩行可能です。

・制限はありません。

処置
・早朝から腸管洗浄剤を飲みます。便が
透明になったら処置可能。内視鏡から
呼ばれるまで待機してください。

・主治医確認後、内服の
指示があります。

・医師の指示のもとで朝の内服があり
ます。
・抗血栓・凝固薬は中止。

・夕食が出ます。夕食は消化の良いもの
を食べていただきます。
・夕食以降は水分のみ摂取可能です。
・水・お茶のみ（砂糖・ミルク不可）。

・食事は朝から終日禁止です。
・飲水禁止です。
・水で口を湿らせるのみ可能。

・持参薬一度お預かりし内容を確認しま
す。必要に応じて看護師が配薬します。

／

治療日（術前）入院日

／

大腸内視鏡的粘膜下層剥離術♯10408

・眠前に前処置で下剤を飲みます。

・治療前から点滴を始めます。

・トイレ、洗面可能。

・食事を食べて異常
がなければ点滴の針
を抜きます。

・通常の寝衣、ゆった
りした衣類でお過ご
しください

・制限はありません。
・入院中は排尿・排便回数や性状を確認
します。

・シャワー・入浴可能。
・退院までシャワー・
入浴可能。

・退院時に、薬剤師か
らお薬の説明を行い
ます。

・５分粥になります。
・常食（低残渣食）を
提供します。

検査
・必要に応じて採血、感染症検査、レン
トゲン、心電図があります。

・朝、血液検査。
・必要に応じ内視鏡
検査があります。

・必要に応じて内視鏡
検査があります。

食事

・治療日当日は絶食にな
ります。鎮静剤がきれた
ら水分・飲水は可能。
・水かお茶のみ可。

・絶食のまま水分は可
能です。

薬


